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1 はじめに
ムラブリ語 1 の数詞の用法は多岐にわたる．その用法は，大きく分けて数量詞用法と非数量
詞用法があるが，後者のほとんどは未記述である．本稿では，ムラブリ語の数詞の用法につい
て，数量詞用法と非数量詞用法の両方について記述する．なお，「一」から「十」を表す数詞の
グロス表記は，数量句用法，非数量句用法に関わらず，一貫して漢数字で提示すこととする．

1.1 系統
ムラブリ語は，オーストロアジア語族 2 (Austroasiatic)、北方モン・クメール諸語 (Northern

Mon-Khmer languages)、クム語派 (Khmuic)に分類される (cf. Sidwell 2015)．この分類は，ク
ム語派に属するとされるティン語 (T’in)とムラブリ語の間に，音対応が認められることを根拠
の 1つとしている (Rischel 2007)．ただし、ムラブリ語は，クム語派内における語彙共有率が低
く，他のクム語派と言語特徴を異にすることから、系統について議論の余地を残す (cf. Sidwell

2015: 289)。本稿で取り上げる数詞も，クム語派内で特異とみられる特徴がいくつか存在する．

1.2 変種
Rischel (2007: 30)によれば、ムラブリ語の変種には少なくとも A変種 (A-Mlabri, α-Mlabri)、

B変種 (B-Mlabri, β-Mlabri)、C変種 (C-Mlabri, γ-Mlabri, Yumbri)が存在する。ムラブリは「元
来」3 狩猟採集を営み，タイ・ラオス国境の山岳部で遊動生活を送っていた．ラオスでは現在も

∗ 本研究は JSPS特別研究員奨励費 25・4309「北タイの危機言語ムラブリ語のドキュメンテーション
とその分析」の助成を一部受けたものである。本稿の執筆にあたっては，長田俊樹氏とバデノック・
ネイサン氏から多くの有益なコメントをいただいた。ここに記して感謝の意を表する。当然、本稿
にありうべき誤りの責任は全て筆者にある．

1 ムラブリ語の音素は以下のとおり：[頭子音] /p, ph, b, Pb, t, th, d, Pd, c[
>
tC], j[

>
dý], k, kh, g, P;

m, hm, n, hn, ñ, hñ, N, hN; r, hr, l, hl;s, h; w, y[j], Pw, Py[Pj]/ [末子音] /p[p^], t[t^], c[c^], k[k^],

P[P^]; m[m^], n[n^], ñ[ñ^], N[N^]; r, l[l^], lh[ì^];C, h; w, y[j]/ [母音] /i, e, E, a, O, o, u, W, 7, 2/
2 ここでいうオーストロアジア語族とは，ムンダ諸語 (Munda languages) とモン・クメール諸語

(Mon-Khmer languages)の両方を含む言語群を指すこととする．
3 「元来」に括弧を付けたのは，ムラブリが農耕民から狩猟採集民へ再適応 (cultural reversion)した
民族である可能性を遺伝学の見地から指摘されているためである (Oota et al. 2005)．
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森で生活しているそうだが、タイでは森林破壊とタイ政府の定住化政策により全員が定住して
おり、賃金労働や小作農をして生活している。以下にムラブリの定住地を地図で示す。定住地
の名前は略して示してある。後述する正式名の下線部を参照されたい。

図 1 ムラブリの定住地

A変種は、タイ北部のナーン県 (Nan)とプレー県 (Phrae)で話され、筆者の調査によれば話者
数約 400名で，最大の変種である。定住地は，フアイユアック村 (Ban Huai Yuak)，フアイホム
村 (Ban Huai Hom)，フアイルー村 (Ban Huai Lu)，タワ村 (Ban Tha Wa)，プーファー開発セン
ター (Phu Fa Development Center)である。筆者の観察では，A変種話者の全員がムラブリ語を
母語とするものと考えられる．ムラブリ語の中で最も調査されている変種であり，語彙・テキス
トに限ると，Bernatzik (1938)の語彙・表現集 (182項目)に始まり，Nimmanhaeminda (1963)の
語彙集 (66項目)，Egerod (1982)の語彙集 (217項目)，Egerod&Rischel (1987)の語彙集 (1,308

項目)，Sakamoto (2005)のテキスト集が存在する．近年では，伊藤 (2014)の文法スケッチ，伊
藤・二文字屋 (2014)のテキスト，Bätscher (2015)の文法スケッチとテキストがある．

B変種は，Rischel (1995)以降調査されておらず，存在も確認されてこなかったが (cf. Bätscher

2015: 1004) ，2015 年 3 月に行った筆者の調査によって 6 名の話者が確認できた．男性 3 名，
女性 3名である．ただし，筆者が確認した限りでは，実際に話せるのは男性 3名のみで，女性
は数語のみ覚えているか，聞いて理解するに留まる．主な居住地はフモン (Hmong，フモン・ミ
エン語族)の村であるドーンプライワン村 (Ban Don Praiwan)であり，男性 3名，女性 1名が住
む。残りの女性 2名は別のタイ族の村に嫁いでいる．この B変種は，ムラブリ語の変種で唯一
文法書が存在する変種である (Rischel 1995)．

C 変種は，ラオスのサイニャブリ県 (Sainyabuli) に住む集団であり，筆者がサイニャブリ県
観光局に問い合わせた情報だと，2013年の時点で 13名である。いくつかの調査報告があるが，
断片的な資料しかない (cf. Chazée 2001, Rischel 1999)。Rischel (1999) によれば，ムラブリ語
の最も古い資料である Bernatzik (1938)の資料は，この C変種である可能性が最も高い.

本稿では A変種を主に扱う．提示する資料は断りのない限り，筆者の独自資料である．

伊藤雄馬
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2 数詞
2.1 「一」から「十」
ムラブリ語 A 変種 (A-Mlabri) の数詞は，「一」から「十」まで観察されている．その形式を以

下の表 1 4 に挙げる．同時に，ムラブリ語 B 変種 5 (B-Mlabri: Rischel 1995)，ムラブリ語に最
も近しいとされるティン語 6 (T’in: Riscehl 1997: 285)，クム祖語 (PKm: Sidwell 2013)，モ
ン・クメール祖語 (PMK: Shorto 2006) の対応すると考えられる数詞も合わせて挙げる．

表 1 数詞「一」から「十」の形式

A-Mlabri B-Mlabri T’in PKm PMK

一 mOy mOy mu2j *mo:j *mu:j

二 bEr bE:r pia(r) *ba:r *ba:r

三 pEP pEP phEP *peP *piP

四 pon pon phon *pu@n *pu@n

五 th7N th7:N sO:N *s@N *s@n

六 tal ta:l thu2l *tVl *tu@l

七 gul gul gul *gu:l —

八 tiP ti:P thiP *tiP —

九 gaC gajh gat *ka:j —

十 gal gal ma tuk *gal —

オーストロアジア語族の数詞については，この語族で最も重要な言語の一つであるクメール
語がその数詞に五進法を含むことなどから，古くから関心を持たれ，長い比較研究の歴史を持
つ (cf. Diffloth & ZIde 1976, Rischel 1997, Sidwell 1999)．ムラブリ語においても比較研究の観

点から数詞を分析する必要があるが，本稿では共時的な記述が主な目的であるため，部分的に
コメントを加えるに留める．
数詞「五」について，頭子音がムラブリ語は閉鎖音 th-であるが，モン・クメール祖語を含
め，他は全て摩擦音 s-である．これは，ムラブリ語に s->th-という音変化が起こったためであ
る (Rischel 2007: 111)．この s->th-という音変化が起きたのは，管見の限り，クム語派内だけ
でなく，オーストロアジア語族の中でもムラブリ語のみであり，注目に値する．
ムラブリ語の数詞「八」tiPは「手」という意味も表す．クム祖語にも「手，前足」を意味す

4 表記を統一するために，一部表記を変えている．例えば，長母音は母音記号の連続で記す研究が
あったが，長音記号に変えた．

5 数詞「六」については，Rischel (1995)では tha:lと頭子音が有気音であるが，Rischel (1997: 286)
では無気音であること，また筆者自身による調査でも無気音であったため，無気音とした．

6 ティン語の「二」に見られる丸括弧は，変種によってはわたり音，ないしは無くなっていることを
示している．また「十」に見られるmaは「一」が音声的に弱化したものである．

ムラブリ語の数詞
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る*tiPが再建されていることから，「八」と「手」が同形式である言語がクム語派には多いこと
が伺える 7 ．モン・クメール祖語にも「手」の再建形として*ti:Pがあるため，もともと「手」を
表していた形式*tiPが，複数の言語において「八」という意味を持つようになったと考えるのが
今のところ妥当であろう．しかし，なぜ「手」が「八」を意味するようになったのかは，明らか
でない 8 ．なお，オーストロアジア語族のムンダ語派においても，tiPは「手・腕」と数詞の両
方を意味する (Zide 1978: 40)．しかし，その表す数は「五」であり，クム語派などとは異なる．

2.1.1 「一」から「十」の数え方
ムラブリ語話者の中で，固有語の数詞の全てを正確に言える者は多くない．多くの話者は言
えても「一」と「二」のみで，三以降は言えない．他にも，途中の数詞を抜かして覚えていたり
(例えば，「三」を抜かして覚えている)，順番を間違えて覚えていたり (例えば，「四」と「五」
の順番が逆転している)する．このような背景から，固有語の数詞を「一」から「十」まで間違
えずに言えることは，ムラブリ社会では知的であることを表す．
数詞を数える際は，必ず「一」から始まり，「十」で終わる．途中の数から数え始めることは
せず，途中から数えるように要求しても，難しいようである．数えている途中で思い出せなく
なった場合も，「一」から数え直される．このことから，「一」から「十」までを一つのまとまり
として覚えていると考えられる．

2.2 「十」より上の数
ムラブリ語の固有語には「十」より上の数詞は存在しない．「十」より上の数を数えるときは，
タイ系言語からの借用語を用いる。
ただし，若年層ではムラブリ語の数詞を用いて「十」より上の数を数えようとする向きもあ
る．例えば，11は mOy gal mOy (一，十，一)，35は pEP gal th7:N (三，十，五)などである．
ただし，この「十」より上をムラブリ語の数詞で表す方法には，話者によって異なることがあ
る．例えば，上の 11の例は，ある話者は gal mOy (十，一)が，前述したmOy gal mOy (一，十，
一)よりも適切であるという．
また，一部の色彩語彙を用いて数を表すこともできる．例えば，「青，緑」をあらわす bn.liN

は 20 を表す．同様に，「赤」を表す lEN は 100 を，「白」を表す balak は 1,000 を表す．これ
らはそれぞれ，タイ紙幣の色と対応している．つまり，タイバーツ紙幣で 20バーツが緑，100

バーツが赤，1000バーツが白であり，それぞれ色と数がムラブリ語の例と対応している 9 ．

7 ただし，パラウン語派 (Palaungic)やペア語派 (Pearic)の言語にも「八」と「手」が同形の言語は見
られる．

8 考えられるものとして，指と指の間の数は両手で 8あること，また，片手の親指を除いた関節の数
は 8になることである．しかし，これらの数え方がムラブリの間に見られるわけではない．

9 この他の色彩語彙に，「黒」pha.Pdamと「黄」hl7Nがあるが，そこれらは数を表さない．

伊藤雄馬
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3 数詞の用法
数詞の用法として，数量詞用法と非数量詞用法に分けて記述する．

3.1 数量句用法
数詞と類別詞 10 で数量句を形成する．語順は数詞，類別詞である．類別詞なしの数詞のみで
数量を表す例も観察できる (cf. Bätscher 2015: 1019)．数量句では，タイ系言語から借用した数
詞を用いるのが普通である．以下，借用語は<>に入れて表す

(1) a. luk.POm

飴
bEr

二
klOP

[類]

「飴 2つ」
b. Poh

1.SG

Pa=Pday

[完]=得る
<sON>

二
「2つもらった」

c. jak

行く
nOn

寝る
<sam>

三
lEk

[類]

「3日間寝に行く」

数量句は，名詞句，もしくは動詞句に後続する．

3.1.1 「一」を含む数量句の回避傾向
「1つ」など，数量が 1であることを表すのに，数詞mOy「一」を伴う数量句の形は，使用可
能であるが，あまり用いられないようである．代わりに，接頭辞 do-「だけ」と数詞「一」によ
る，do-mOy「1つだけ」を用いるのが最も一般的である 11 ．

(2) a. luk.POm

飴
do-mOy

だけ-一
「飴 1つだけ」

b. hNuh

居る
do-mOy

だけ-一
「1人だけでいる」

この do-mOyという形式は，数量句と同様に，名詞句か動詞句に後続する．

10 ムラブリ語は類別詞がそれほど発達していない．Rischel (2007: 96–98)では，ムラブリ語の類別詞
を 27種類列挙している．そこで挙げられているほとんどの類別詞は，名詞としても用いられる．

11 なお，この接頭辞 do-が他の数詞，例えば bEr「二」と共起する例は観察されていない．また，接頭
辞 do-はタイ語の数詞とは共起しないようである．

ムラブリ語の数詞
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3.1.2 「一」を表すm2-

数詞 mOy「一」を用いた数量句は回避傾向にあり，その代わりに do-mOyが用いられること
を述べたが，他にも m2-という形式で数量が 1であることを表すこともできる．

m2-は類別詞と数量句となって数量が 1 であることを表し，この点で数詞 mOy と性質を同
じくする．しかし，単独で現れることはなく，常に類別詞を伴った形で観察される点が，数詞
mOyと異なる．
また，全ての類別詞に m2-が使えるわけではない点も，数詞と異なる．例えば，もっとも頻
繁に使われる類別詞 klOP「個」には m2-は共起しない．現時点で m2-との共起が確認されてい
るのは，「回数」を表す thWWと「本数」を表す thl.dWl，「年数」を表す hnamとの共起が確認
されている．

(3) a. p7P

ある
m2-thl.dWl

m2-[類]

「飴ひとつ」
b. jak

行く
m2-thWW

m2-[類]

「(もう)一度行く」

なお，m2-が「回数」を表す thWWと共起した場合，「もう一度」の意味も表しうる．

3.1.3 「同じ」と「違う」に現れる m2-

これまでみた，do-「だけ」とm2-を組み合わせたとみられる，dom2-という表現があり，こ
れは後ろに名詞を伴い「同じ」という意味を表す.

(4) dom2-buk「同じ顔」(cf. buk「顔，額」)

dom2-bOn「同じ集団」(cf.bOn「集団」)

dom2-jWW「同じ種類」(cf. jWW「種類」)

「違う」という表現は hak.m2-であり，これも m2-を含んでいる．m2-に前置されている hak

は，対比談話標識 (contrastive discourse marker)のようにみえる (cf. 伊藤 2014: 67)．

(5) hak.m2-buk「違う顔」
hak.m2-bOn「違う集団」
hak.m2-jWW「違う種類」

3.1.4 「たくさん」を意味する「四」
固有語の数詞 pon「四」を数量句に用いた場合，「たくさんの」という意味を普通表し，数量
が 4という意味で解釈されることはほとんどない．

伊藤雄馬
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(6) pleP

実
pon

四
klOP

[類]

「たくさんの実 (／ 4つの実)」

よって，固有語の数詞「四」を数量句に用いた場合，意味が曖昧になる 12 ．曖昧さを避ける
ために，タイ系言語からの借用語を用いるか，日本語で言えば「2つ 2つ」のような反復形式に
言い換える．この場合は，数量が 4であることだけを意味し，「たくさんの」を意味することは
ない．

(7) a. pleP

実
<sii>

四
klOP

[類]

「4つの実」
b. pleP

実
<sON>

二
klOP

[類]

<sON>

二
klOP

[類]

「4 つの実 (lit. 実 2 つ 2 つ)」

固有語の「四」を含む数量句は，他の数詞を用いる数量句と比べ，いくつかの点で特殊であ
る．まず，固有語の「四」を含む数量句は，完了を表す形式 Pa=を取れる13 ．一方で，それ以
外の数詞は，固有語と借用語のどちらについても， Pa=を取れない．

(8) a. pleP

実
Pa=pon

[完]=四
klOP

[類]

「実がたくさんになった．」
b. *pleP

実
Pa=bEr

[完]=二
klOP

[類]

c. *pleP

実
Pa=<sON>

[完]=二
klOP

[類]

さらに，「四」は普通は類別詞として用いない語彙にも付いて「たくさんの」という意味を表
す．例えば，「子供」Pay.takは名詞として用いるのが普通で，類別詞としては用いない，つま
り，数詞を前置して数量句を形成することはない．しかし，数詞「四」のみ前置を許し，「たく

12 Rischel (1995: 126)では，数詞「二」bErが名詞に後続して複数を表す例のあることを報告してい
る．

13 アスペクト標識を取れる点において，「四」を含む数量句は動詞的である．ただし，四」を含む数量
句は否定標識を取れない点において，動詞と異なる．伊藤 (2014)において，動詞は「否定標識を取
りうるもの」と定義している．これに従えは「四」を含む数量句は，少なくとも動詞とは別のカテ
ゴリーに属すると言える．この「四」を含む数量句に近い振る舞いをするものに，「朝」takiP，「昼」
kha.tOn，「夕」tr.dilなどの時間表現がある．これら時間表現は，アスペクト標識をとれるが，否
定標識は取れない (Pa-takiP, *ki=takiP)．

ムラブリ語の数詞
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さんの子供」を意味する数量句を形成する．「2人の子供」と言うには，必ず名詞，数詞，類別
詞と並べる必要がある．

(9) a. pon

四
Pay.tak

子供
「子供たくさん」

b. *bEr

二
Pay.tak

子供

c. Pay.tak

子供
bEr

二
mlaP

[類]

「2人の子供」

この他にも，mEP「雨」，lam「木」などが「四」と数量句を形成する例が観察されている．

3.1.5 「プラス 1」標識
数量句に後置して，数量が数詞よりも 1多いことを表す標識が存在する。ここでは，「プラス

1」標識と呼ぶことにする．

(10) pleP

実
<sON>

二
klOP

[類]

hloy

プラス 1

「実 3つ (実 2つプラス 1)」

数詞「二」を用いた数量句の時に「プラス 1」標識が表れやすいという傾向があり，それと並
行的して「三」が数量句に使われることはほとんどない (cf. Rischel 1995: 147)．ただし，なぜ
「プラス 1」標識が用いられるのか，また用いた場合と用いない場合との差異は不明である。
管見の限り，ムラブリ語以外のクム語派に属する言語には「プラス 1」標識に対応する形式は
存在しない．

3.2 非数量句的用法
非数量句的用法には，人称代名詞，呼びかけ，また親族名称と共に用いる用法がある．

3.2.1 人称代名詞＋数詞
ムラブリ語の人称代名詞は一人称と二人称が体系をなし，三人称は二次的な形式である (cf.

伊藤 2013)．体系内の人称代名詞は単数，双数，複数であるが，複数形は双数形に，A 変種で
は数詞の「五」を，B変種では数詞の「八」を後続させることで表す 14 ．さらに A変種では，

14 数詞「五」と数詞「八」は一見関係のないように思える．しかし，数詞「五」が (片手の)指の本数
と一致していること，そして数詞「八」tiPが「手」を意味することを考えると，「五」と「八」が
「手」という共通項で繋がっているようにもみえる (cf. Ito & Nimonjiya 2014)．
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複数形に「今この場 (here-now)」にいる人のみを指す一人称複数形があり，定冠詞 Pak，数詞
「二」bEr，数詞「五」th7Nによって表す．二人称複数にはこのような区別は観察できていない．

表 2 A変種の人称代名詞

単 双 複 複 (here-now)

1 Poh Pah Pah+th7N Pak+bEr+Pak+th7N

2 mEh bah bah+th7N

表 3 B変種の人称代名詞 (Rischel 1995)

単 双 複
1 Poh Pah Pah+tiP

2 mEh bah bah+tiP

三人称について，単数は A変種が数詞「一」を用い，B変種は定冠詞＋数詞「八」を用いる．
三人称双数は，A変種，B変種ともに定冠詞＋数詞「二」を用いる．

表 4 3人称単数・双数を表す形式

3単 3双
A mOy Pak+bEr

B Pat+tiP Pat+bEr

三人称複数は，B変種は定冠詞 +数詞「八」で三人称複数を表す．この形式は三人称単数と
同形である点に注意されたい．

A 変種の三人称複数形は指示対象が「同じ集団に属するかどうか」によって形式が異なる．
話し手と同じ集団に属するが，今この場にいない人々を指す場合，Pah+bEr+th7N一人称双数
形＋数詞「二」＋数詞「五」で表す．話し手と別の集団に属し，今この場にいない人々を指す場
合は，jum+ñ2P「集団」＋遠称の指示詞で表す．

表 5 3人称複数を表す形式

3複 (同集団) 3複 (別集団)

A Pah+bEr+th7N jum+ñ2P

B Pat+tiP

使い分けについて，参与観察で実際に遭遇した例を，支障のない程度に改変して示す．
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(文脈：6人で車に乗って学校に来た．その時，3人はトイレへ行き，もう 3人は車に残った．
そこへ，学校にもともといたムラブリ (X)が来て，車に残ったムラブリ (Y)に尋ねた．)

(11) X. bah+th7N

2.[双]

leh

来る
<kii>

いくつ
mlaP

[類]

「あなたたちは何人で来たのか？」
Y. <hok>

六
mlaP,

[類],

Pah+bEr+th7N

1.[双]+二 +五
jak

行く
nOm

尿
「六人，一緒に来て，今ここにいない彼らは小便に行った．」

X. jum+ñ2P

集団 +[遠]

jak

行く

Pyak

糞
kal7P

か
「彼らは大便だったりして．」

ここでは Y を含む「車で来た 6 人」が集団とみなされており，その集団の中に X は含まれ
ていない．トイレに行ってこの場にいない 3 人を，「車で来た 6 人」の集団に含まれる Y は
Pah+bEr+th7Nと呼び，含まれない Xは jum+ñ2Pと呼んでいる．同集団とみなされる集団は
可変であり，場面により異なる．

3.2.2 呼びかけ
数詞 bEr「二」は，親密さを伴った聞き手への呼びかけとして用いられる 15 ．呼びかけの bEr

は，単独でイントネーションを担うことなどから，間投詞に分類できる (cf. 伊藤 2014: 48)．筆
者の資料では，bErが呼びかけに用いられるのは，男が男に対して呼びかける場合のみで，男が
女に，女が男に，もしくは女が女に呼びかける例はみられなかった．以下に用例を挙げる．

(12) bEr,

二
maP

あげる
lWN

[向]

Poh

1.[単]

「お前，俺にもよこせ．」

その他にも数詞「二」には，Pi-bEr，si-bErという呼びかけの用法が観察できる．Pi-bErの Pi-

は人の名前や一部の親族名称などに前置されて，敬意を表す 16 (Pi-taP「オジイサン，オジサン」
taP「祖父，父母の兄」)．si-については，他に用例がなく，また近親の言語にも同源語が見当た
らない．

15 数詞「二」bErの呼びかけ用法は，数詞「二」が「ペア」を想起させる用法であることに起因すると
筆者は考えている (cf. Rishcel 1995: 147–148，三人称双数形も参照)．つまり，数詞「二」bErによ
る呼びかけは，話し手と聞き手の間に「ペア」という関係性を立ち上げることで，親密さを演出し
ていると考えられる．ただし，呼びかけに用いられる bErが，単に数詞「二」の同音異義語である
可能性もある．どちらの分析が妥当であるかは現時点では判断できない．今後の課題とする．

16 Pi-はタイ系言語からの借用語と考えられる．しかし，現代のタイ系言語でこの語を用いるのは無礼
にあたり，敬意を表すムラブリ語とは反対の意味である．また，B変種で Pi-は若い女性か子供の名
前にしか用いない形式であり，A変種の用法と異なる (Rischel 1995: 339)．
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Pi-bErは，話者によってその用法の説明が異なる．若者の多くは，Pi-bErは親密な男女の間
でお互いを呼ぶときに用いられると説明する．一方で，老年層の話者は Pi-bErを年上の男に対
して呼びかけるのに用いると説明する．si-bErには，このような年代差はなく，年配の女性を呼
ぶ場合にのみ用いることができる．

表 6 「呼びかけ」の種類と説明の違い

若年 老年
bEr (親密な)二者間

Pi-bEr 親密な男女間 年配の男性
si-bEr 年配の女性

Pi-bErに見られる世代間の差が，何を表しているのかを考察することは今後の課題とする．
この他にも，X+「二」X+「八」という対句的表現が，複数のものへの「呼びかけ」として用
いられる．Xは名詞であることが多いが，この表現にのみ現れる形式もある. ただし，どんな名
詞でもこの表現ができるわけではないようで，例えば「犬」はできない．

表 7 対句的表現による「呼びかけ」

X X 二 X 八
yoN 「男」 yoN bEr yoN tiP 「男たち！」
Puy 「女」 Puy bEr Puy tiP 「女たち！」
km- 不明 km- bEr km- tiP 「(年下の)お前たち！」
brañ 「犬」 *brañ bEr brañ tiP 「*犬たち！」

3.2.3 親族名称
親族名称の内，「年上キョウダイ」の diNと「年下キョウダイ」の roy 17 に数詞「二」bErを
後置させると，「義理の」という意味を付け加えることができる．

(13) diN+bEr「義理の年上キョウダイ」(cf. diN「年上キョウダイ」)

roy+bEr「義理の年下キョウダイ」(cf. roy「年下キョウダイ」)

他に，bWrという語も diN，royについて，「義理の」を意味する．bWrと数詞「二」の bEr

は形が似ているが，その関係は不明である．

17 より正確には diNは「年上キョウダイ」だけでなく，「父母の年上キョウダイの子」も指し，royは
「年下キョウダイ」だけでなく，「父母の年下キョウダイの子」，「年上キョウダイの子」も指す (二文
字屋・伊藤 in print)．この内，「義理の」の解釈が加わりうるのは，それぞれ「年上キョウダイ」と
「年下キョウダイ」のみである．
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4 まとめ
本稿は，ムラブリ語の数詞を数量用法と非数量用法に分けて記述した．それぞれの数詞の用
法を表にし，本稿のまとめとする．

表 8 ムラブリ語の数詞とその用法

数 Mlabri 数量詞用法 非数量詞用法
一 mOy あまり用いない・domOyかm2-を使う 3.[単] (A)

二 bEr あまり用いない・タイ語を使う 3.[双]，呼びかけ，「義理の」
三 pEP あまり用いない・タイ語を使う —

四 pon 「たくさんの」 —

五 th7N あまり用いない・タイ語を使う 1/2.[複] (A)

六 tal あまり用いない・タイ語を使う —

七 gul あまり用いない・タイ語を使う —

八 tiP あまり用いない・タイ語を使う 「手」，1/2/3.[複]・3.[単] (B)，呼びかけ
九 gaC あまり用いない・タイ語を使う —

十 gal あまり用いない・タイ語を使う —

記号・略号
.(ピリオド)... 音節境界；=... 接語境界；+... 複合語境界；1... 一人称；2... 二人称；3... 三人称；
単... 単数；双... 双数；複... 複数；遠... 遠称；定... 定冠詞；向... 向格；類... 類別詞；完... 完了
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